
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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(百万円未満切捨て)

1. 平成24年２月期第１四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年５月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第１四半期 29,816 △2.0 1,182 1.9 1,354 5.9 △266 ―

23年２月期第１四半期 30,420 2.0 1,160 △19.9 1,279 △16.9 360 △55.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年２月期第１四半期 △6 99 ―

23年２月期第１四半期 9 19 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第１四半期 74,368 54,866 73.7 1,434 65
23年２月期 73,546 56,129 76.3 1,467 71

(参考) 自己資本 24年２月期第１四半期 54,818百万円 23年２月期 56,081百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年２月期 ― 25 00 ― 26 00 51 00

24年２月期 ―

24年２月期(予想) 25 00 ― 25 00 50 00

3. 平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 63,400 3.7 2,800 19.7 3,000 18.7 500 △44.5 13 09
通期 130,000 6.1 6,500 13.1 6,900 14.3 2,200 △9.4 57 58



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この

四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了し

ております。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

4. その他（詳細は、【添付資料】Ｐ.５ 「２．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年２月期１Ｑ 44,392,680株 23年２月期 44,392,680株

② 期末自己株式数 24年２月期１Ｑ 6,182,480株 23年２月期 6,182,480株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期１Ｑ 38,210,200株 23年２月期１Ｑ 39,210,320株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災の影響により、東

北地方を中心に甚大な被害を受け、生産活動の停滞や電力供給への懸念が広がる等、先行きは不透明な状

況となりました。 

 当外食産業におきましては、企業間の競争が続く中で、震災発生後には消費活動に自粛ムードが広が

り、持ち直しの兆しが見られていた個人消費が落ち込む等、厳しい状況となりました。 

 このような状況の中、当社グループにおきましては、お客様にとってこれまで以上に価値ある商品をご

提供できるよう食材や価格にこだわり、商品力の強化を図ると共に、店舗のＱＳＣ(品質、接客、清潔感)

向上に努めました。 

 店舗展開につきましては、出店余地が大きい関西・東海エリアを中心に新規出店を26店舗、退店を19店

舗行い、店舗数は2,686店舗となりました。また、改装・移転につきましては、15店舗実施いたしまし

た。 

 なお、当社グループにおきましても、震災により東北地方及び関東地方の一部店舗で設備の損傷や電

気・ガス・水道、物流等の支障により、営業休止や販売商品の限定を余儀なくされたものの、鋭意復旧に

努め、被害を受けた店舗の大部分で営業を再開することが出来ました。また、被災地の早期復興に向けた

支援活動として、平成24年３月末までの約１年間の予定で、「ほっともっと」でお買上げいただいたお弁

当１食につき１円を被災地への支援金としてお届けする「１食１円プロジェクト」を実施しております。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、298億16百万円(前年同期比2.0％減)、営業利益は

11億82百万円(前年同期比1.9％増)、経常利益は13億54百万円(前年同期比5.9％増)、四半期純損失は２億

66百万円(前年同期は３億60百万円の四半期純利益)となりました。売上高につきましては、店舗数が増加

したことによる増加要因があったものの、震災の影響等により既存店売上高が落ち込んだことが主な要因

で減少いたしました。営業利益、経常利益につきましては、既存店売上高が前年同期実績を下回ったこと

による減少要因があったものの、仕入コストの抑制等により増加いたしました。四半期純損失につきまし

ては、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う特別損失16億43百万円を計上したことが主な要因であ

ります。 

  

事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準

第17号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号 平成20年3月21日)を適用しております。 

【持ち帰り弁当事業】 

 食材や価格にこだわり、既存の定番メニューをリニューアルすると共に、季節感ある商品を提供する

等、商品力の強化を図りました。また、対象商品とイメージキャラクターを結びつけたキャンペーンを実

施し、顧客層の拡大を図りました。 

 店舗展開につきましては、出店余地が大きい関西・東海エリアを中心に、新規出店を21店舗行うと共

に、退店を19店舗行った結果、店舗数は２店舗増加し、2,491店舗となりました。改装・移転につきまし

ては、８店舗実施しました。 

 以上の結果、売上高は250億11百万円、営業利益は10億35百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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【定食事業】 

 食材や商品のボリュームにこだわった新メニューをご提供すると共に、既存のメニューのリニューアル

を行い、お客様の満足度を高めて他店との差別化を図りました。また、各種キャンペーンを効果的に実施

するなど、お客様の来店促進を図りました。 

 店舗数につきましては、新規出店を４店舗行った結果、172店舗となりました。なお、改装を７店舗実

施いたしました。 

 以上の結果、売上高は42億10百万円、営業利益は１億99百万円となりました。 

  

【その他】 

 「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ」につきましては、季節に合わせた新メニューを発売し、メニューの幅

を広げる等、既存顧客の来店促進と新規顧客の獲得を図りました。また、ＱＳＣのさらなる向上に努めた

結果、既存店売上高は、前年同期実績を上回りました。 

 「しゃぶしゃぶダイニングＭＫ」の店舗数につきましては、新規出店を１店舗行った結果、20店舗とな

りました。 

 以上の結果、売上高は５億95百万円、営業損失は34百万円となりました。 

  

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ８億22百万円増加し、743

億68百万円となりました。内訳は、流動資産が７億28百万円減少したこと及び固定資産が15億51百万円

増加したことであります。流動資産の減少は、現金及び預金が９億19百万円減少したこと、受取手形及

び売掛金が１億14百万円増加したことなどによるものです。また、固定資産の増加は、主に、有形固定

資産が15億41百万円増加したことなどによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ20億85百万円増加し、195億２百万円となりました。内訳は、流動

負債が12億93百万円減少したこと及び固定負債が33億78百万円増加したことであります。流動負債の減

少は、未払法人税等が11億３百万円減少したこと、預り金が４億85百万円減少したこと、賞与引当金が

３億33百万円増加したことなどによるものです。また、固定負債の増加は、資産除去債務が33億46百万

円増加したことなどによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ12億63百万円減少し、548億66百万円となりました。これは、利

益剰余金が四半期純損失により２億66百万円減少したこと、剰余金の配当により９億93百万円減少した

ことなどによるものです。 

  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ10億80百万円増加し、87億29百万円となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は、12億62百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純損失

４億円、減価償却費９億34百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額16億43百万円、法人税等の

支払額10億84百万円であります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

② キャッシュ・フローの状況
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(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果得られた資金は、８億16百万円となりました。主な内訳は、定期預金の預入による支出

20億円及び払戻による収入40億円、有形固定資産の取得による支出10億50百万円であります。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果使用した資金は、９億98百万円となりました。主な内訳は、配当金の支払いによる支出

９億94百万円であります。 

  

平成24年２月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成23年４月13日に公

表いたしました予想に変更ありません。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

㈱プレナス(9945)　平成24年２月期　第１四半期決算短信

－4－



該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

 (ア) 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。 

 (イ)棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

 (ウ) 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の

業績予想やタックス・プランニングを使用する方法によっており、前連結会計年度以降に経営環境

等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連

結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響

を加味したものを使用する方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

① 持分法に関する会計基準及び持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３

月10日)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平成20

年３月10日)を適用しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

② 資産除去債務に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益が73百万円、税金等調整前四半期純利益が1,716百万円それぞ

れ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は3,343百万円で

あります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,729 21,649

受取手形及び売掛金 2,914 2,799

商品及び製品 4,140 4,060

原材料及び貯蔵品 78 71

その他 2,696 2,616

貸倒引当金 △417 △327

流動資産合計 30,141 30,870

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,136 19,568

土地 7,188 7,188

その他（純額） 2,026 2,052

有形固定資産合計 30,352 28,810

無形固定資産 556 518

投資その他の資産

差入保証金 6,289 6,310

その他 7,046 7,054

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 13,318 13,347

固定資産合計 44,226 42,675

資産合計 74,368 73,546

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,573 4,348

未払法人税等 35 1,138

賞与引当金 605 271

ポイント引当金 62 53

株主優待引当金 55 73

その他 6,087 6,828

流動負債合計 11,419 12,713

固定負債

退職給付引当金 164 156

資産除去債務 3,346 －

その他 4,570 4,546

固定負債合計 8,082 4,703

負債合計 19,502 17,416
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,461 3,461

資本剰余金 4,922 4,922

利益剰余金 58,499 59,760

自己株式 △12,050 △12,050

株主資本合計 54,832 56,093

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14 △11

評価・換算差額等合計 △14 △11

新株予約権 48 48

純資産合計 54,866 56,129

負債純資産合計 74,368 73,546
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
 至 平成23年５月31日)

売上高 30,420 29,816

売上原価 14,676 14,075

売上総利益 15,743 15,741

販売費及び一般管理費 14,583 14,558

営業利益 1,160 1,182

営業外収益

受取利息 21 18

受取配当金 0 0

固定資産賃貸料 33 38

補助金収入 31 17

受取補償金 － 92

持分法による投資利益 － 2

その他 46 34

営業外収益合計 133 204

営業外費用

固定資産賃貸費用 0 15

賃貸借契約解約損 9 8

持分法による投資損失 0 －

その他 3 8

営業外費用合計 14 32

経常利益 1,279 1,354

特別利益

固定資産売却益 4 7

貸倒引当金戻入額 39 0

災害見舞金受取額 － 200

特別利益合計 43 208

特別損失

固定資産処分損 67 43

関係会社株式評価損 493 －

減損損失 146 －

災害義援金等 － 74

災害による損失 － 201

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,643

その他 8 0

特別損失合計 717 1,963

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

605 △400

法人税等 245 △133

四半期純利益又は四半期純損失（△） 360 △266
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

605 △400

減価償却費 832 934

減損損失 146 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,643

関係会社株式評価損 493 －

持分法による投資損益（△は益） 0 △2

有形及び無形固定資産除却損 66 43

貸倒引当金の増減額（△は減少） 54 89

賞与引当金の増減額（△は減少） 293 333

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △662 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8 7

ポイント引当金の増減額（△は減少） 9 9

株主優待引当金の増減額（△は減少） 38 △17

受取利息及び受取配当金 △22 △19

為替差損益（△は益） △0 －

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △3 △6

災害見舞金受取額 － △200

災害義援金等 － 74

災害による損失 － 201

売上債権の増減額（△は増加） △196 △114

たな卸資産の増減額（△は増加） △282 △85

仕入債務の増減額（△は減少） 735 225

その他 △297 △341

小計 1,818 2,373

利息及び配当金の受取額 33 18

災害見舞金の受取額 － 200

災害義援金等の支払額 － △50

災害損失の支払額 － △196

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,899 △1,084

営業活動によるキャッシュ・フロー △47 1,262
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
至 平成23年５月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △8,000 △2,000

定期預金の払戻による収入 10,000 4,000

有形固定資産の取得による支出 △1,519 △1,050

有形固定資産の除却による支出 － △32

有形固定資産の売却による収入 70 61

無形固定資産の取得による支出 － △71

貸付けによる支出 △76 △39

貸付金の回収による収入 88 77

差入保証金の差入による支出 △89 △65

差入保証金の回収による収入 86 113

関係会社出資金の払込による支出 － △175

その他 △6 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー 553 816

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △980 △994

その他 △0 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △981 △998

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △474 1,080

現金及び現金同等物の期首残高 8,270 7,649

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,795 8,729

㈱プレナス(9945)　平成24年２月期　第１四半期決算短信

－10－



該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日) 

(単位：百万円)

 
(注) １ 事業区分の方法 

     事業区分は商品役務の種類・性質等を勘案した区分としております。 

 ２ 事業区分に属する主要な内容  

     持ち帰り弁当事業…持ち帰り弁当類の販売、加盟店への食材・包装等資材の販売、店舗用事務機器等の販

売(保守・修理含む)及びロイヤリティその他営業収入、食肉の加工、食材・包装等資

材の輸入仕入  

     定食事業……………定食類の提供、加盟店への食材・包装等資材の販売及びロイヤリティその他営業収入 

     その他事業…………学校給食、企業給食、タイ風しゃぶしゃぶ(タイスキ)レストランの運営 

  

 前第１四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日) 

 在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

 前第１四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日) 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

  【事業の種類別セグメント情報】

持ち帰り弁当
事業

定食事業 その他事業 計 消去又は全社 連結

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

(その他営業収入を
含む)

25,854 4,072 492 30,420 ― 30,420

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― 0 0 (0) ―

計 25,854 4,072 492 30,420 (0) 30,420

営業利益 902 273 32 1,208 (47) 1,160

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。 

当社グループは、本社及び営業拠点に商品・役務別の事業部門を設置し、各事業部門は取扱う商品・

役務について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。  

従って、当社グループは「持ち帰り弁当事業」及び「定食事業」の２つを報告セグメントとしており

ます。 

「持ち帰り弁当事業」は、持ち帰り弁当類の販売、加盟店への食材・包装等資材の販売、店舗用事務

機器等の販売(保守・修理含む)等を行っております。 

「定食事業」は、定食類の提供、加盟店への食材・包装等資材の販売等を行っております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日) 

  (単位：百万円) 

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、学校給食、企業給食、しゃぶ

しゃぶと飲茶のレストランの運営を含んでおります。 

 ２ セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

 ３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

 また、店舗構成の変化による実体変化を適切に反映させるため、共通費用等の配賦方法を見直してお

ります。これにより、前第１四半期連結累計期間における事業の種類別セグメント情報を新しい配賦方

法で計算した場合、各セグメントの営業利益は、持ち帰り弁当事業で３百万円、定食事業で19百万円、

その他事業で１百万円それぞれ減少し、消去又は全社で24百万円増加しております。 

【セグメント情報】

1.報告セグメントの概要

2.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

その他
(注１)

計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

持ち帰り 
弁当事業

定食事業 計

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

(その他営業収入を
含む)

25,011 4,210 29,221 595 29,816 ― 29,816

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― 0 0 △0 ―

計 25,011 4,210 29,221 595 29,816 △0 29,816

セグメント利益又は損失(△) 1,035 199 1,235 △34 1,200 △18 1,182

3.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(追加情報)
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該当事項はありません。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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